フッ素の害作用を学び、運動に確信
第28回フッ素研究会・全国集会に100人以上の参加
第28回フッ素研究会・全国集会は2008年11月９日、東京の全水道会館で開かれました。参加者は、医師、歯科医師、日本教職員組合の組合員、消費者団体の会員、市民など100人を超え、むし歯予防のフッ素使用に反対していく運動の正しさを確認しあいました。

スシーラさんがフッ素の害作用を講演

今回は、インドからＡ．Ｋ．スシーラ教授をお招きし、講演していただきました。スシーラさんは長年、フッ素中毒症の研究を続けており、国際的に著名な人です。講演では、体内に吸収されたフッ素はさまざまな生化学反応を阻害して多様な健康被害をもたらす、治療のための薬剤はないのでフッ素を摂取しないようにすることが大切であると強調しました。（次ページから講演要旨）
秋庭さんが国際フッ素研究会などの様子を報告

歯科医師の秋庭賢司さんは、2008年８月にカナダに開かれた３つの集会「第28回国際フッ素研究会」「第３回市民フッ素会議」「トロント市民フッ素公開会議」の様子を紹介しました。国際フッ素研究会ではたくさんの演題があり、フッ素が酵素の働きを弱め、歯のエナメル質の石灰化を阻害する研究などが発表されたこと、カナダにおける水道水フッ素化の是非をめぐる論争なども報告しました。

来賓として神本さんがお話

参議院議員の神本美恵子さんが来賓として出席され、民主党の歯科保健政策について触れていただきました。民主党がまとめた歯の健康保持増進法案について、フッ素応用につながらないように働きかけていることや、薬物に頼らないで健康増進をすすめることに賛同し、これからも日教組、市民団体と連携してがんばっていくと決意を表明されました。
笹原さんはフッ素洗口と情報のあり方を問う

笹原恵さんは静岡大学情報学部准教授。「フッ素洗口に伴うインフォームドコンセントの問題点について」と題して講演していただきました。
笹原さんは、大学の授業で、お子さんの保育園で配布されたフッ素洗口実施にかかわるプリントをもとに、学生たちに考えさせました。保育園からの資料のみで判断するグループと、フッ素にかかわる問題をインターネットで調べるグループの２つに学生を分け、フッ素洗口に賛成するかどうかを判断させたところ、保育園からの資料のみで判断した学生はほとんどがフッ素洗口に賛成、インターネットの調査を加えた学生は半分以下の賛成で、反対が上回りました。情報がいかに大事か、そして行政が害作用の情報を示さないのは将来に大きな禍根を残すのでは、と考えさせられました。また、公衆衛生におけるインフォームドコンセントをどう考えるのか、患者と医師との関係におけるインフォームドコンセントと同じと考えていいのかなど、私たちの課題としていきたいと思います。
笹原さん自身のフッ素洗口にかかわる活動も紹介されました。さすがにさまざまな市民運動にかかわって活動されている方だけあって、お話は的確で、参加者も勇気づけられました。

集会では、日本教職員組合養護教員部長の山本春枝さんが、日教組がとりくんだ署名や厚生労働省・文部科学省との交渉の様子、アンケート実施などの活動を紹介。フッ素洗口の撤回に向けて引き続きがんばる決意を述べました。また各地から参加された方々の発言がありました。

最後に主婦連合会の清水鳩子さんが、これまでの活動の経緯も含めて締めくくりの挨拶を述べられ、閉会しました。また次回会いましょう。

第29回フッ素研究会・全国集会は、2009年10月25日(日)東京･日本教育会館で開催予定
